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慶
応
義
塾
大
学
所
蔵

『
新
錆
通
俗
演
義
三
国
志
伝
』

に
つ
い
て

慶
応
義
塾
大
学
附
属
図
書
館
に
『
新
鋭
通
俗
演
義
三
国
志
伝
』
と

称
す
る
『
三
国
士
山
演
義
』
の
一
版
本
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
全
二
十

四
巻
で
あ
る
が
、
巻
一
・
三
・
十
二
・
十
三
を
欠
い
て
い
る
。
こ
の

本
の
各
巻
頭
に
「
武
林
夷
白
堂
刊
」
と
あ
り
、
杭
州
の
「
夷
白
堂
L

と
い
う
書
賂
か
ら
判
印
行
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
(
以

下
「
夷
白
堂
本
」
と
略
称
を
用
い
る
。
)
さ
ら
に
巻
二
十
一
の
巻
頭

書
名
の
下
に
「
徽
郡
原
板
」
と
あ
る
。
半
葉
九
行
行
十
七
字
。
ま
た

本
は
き
わ
め
て
小
型
で
あ
り
、
他
の
『
三
国
志
演
義
』
諸
版
本
や
通

常
の
明
刊
本
の
小
説
の
お
よ
そ
半
分
程
度
の
大
き
さ
で
あ
る
。
孫
糖

第
『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
に
は
著
録
さ
れ
な
い
。

こ
の
夷
白
堂
本
の
刊
行
年
は
明
確
に
は
分
か
ら
な
い
。
た
だ
書
障

夷
白
堂
に
つ
い
て
、
杜
信
字
『
明
代
版
刻
綜
録
』
に
は
、

中

諭

l
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夷
白
堂
楊
繭
曾
、
字
聖
魯
、
放
維
衡
山
人
、
又
蹴
夷
自
主
人
、

銭
塘
人
。

と
あ
り
、
さ
ら
に
、

・
海
内
奇
観
十
巻
明

E
E
明
万
暦
三
十
八
年
夷
白
堂
刊

・
園
槍
宗
鼻
八
巻
目
宮
純
明
万
暦
三
十
五
年
夷
白
堂
刊

・
高
民
三
裏
詩
集
三
巻
香
山
九
老
詩
一
巻
明

E
E
明
万
暦
書

林
夷
白
堂
刊

の
三
種
の
刊
本
を
著
録
す
る
。
こ
の
前
二
者
か
ら
、
夷
白
堂
は
万
暦

三
十
年
代
後
半
を
中
心
に
活
躍
し
て
い
た
書
臨
時
と
恩
わ
れ
、
こ
の
こ

と
か
ら
夷
白
堂
本
『
三
国
士
山
演
義
』
も
、
お
お
よ
そ
万
暦
三
十
年
後

半
頃
の
刊
行
と
一
応
推
測
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

こ
の
夷
白
堂
本
の
存
在
に
つ
い
て
は
、
上
回
望
「
『
三
国
演
義
』

版
本
試
探
l
通
俗
小
説
の
流
伝
に
関
す
る
一
考
察
l
」
お
よ
び
金
文

京
『
三
国
志
演
義
の
世
界
』
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
ど
ち
ら

の
論
考
に
も
夷
白
堂
本
の
具
体
的
な
特
徴
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て



い
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
こ
の
夷
白
堂
刊
『
新
鏑
通
俗
演
義
三
国

志
伝
』
を
取
り
上
げ
、
他
の
諸
版
本
と
の
相
互
の
関
わ
り
、
お
よ
び

そ
こ
か
ら
分
か
る
『
三
国
士
山
演
義
』
の
版
本
の
変
遷
に
お
け
る
い
く

つ
か
の
問
題
を
考
察
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

〉中て防
と
こ
ろ
で
『
三
国
士
山
善
意
は
、
筆
者
の
考
え
に
よ
れ
ば
、

印
大
き
く
三
つ
の
系
統
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、

応
一
、
二
十
四
巻
系
諸
本
(
『
三
国
士
山
通
俗
演
義
』
系
統
)

ヨ
①
十
一
の
挿
入
説
話
な
し

繍
②
十
一
の
挿
入
説
話
あ
り

俗
二
、
二
十
巻
「
花
関
索
」
系
諸
本

糊
三
、
二
十
巻
「
関
索
」
系
諸
本

噺
で
あ
る
o

こ
の
う
ち
一
の
二
十
四
巻
系
諸
本
は
、
毛
宗
筒
本
が
成
立

蔵
し
て
い
く
過
程
に
関
わ
る
諸
本
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
関
索
説
話
」

記

川

《

4》

朝
を
含
む
十
一
の
挿
入
説
話
の
有
無
に
よ
っ
て
さ
ら
に
二
つ
の
グ
ル
1

伏
プ
に
分
け
ら
れ
る
。
そ
の
挿
入
説
話
の
な
い
も
の
が
現
存
最
古
の
版

銑

笠

《

S
V

設
本
と
い
わ
れ
る
嘉
靖
本
で
あ
り
、
挿
入
説
話
の
あ
る
も
の
が
周
回
校

部
本
判
夏
振
字
本
ぺ
李
卓
吾
評
本
配
ど
で
あ
る
。
毛
宗
闘
本
は
こ
ち
ら

E
の
グ
ル
ー
プ
に
属
す
ふ
吃
二
の
二
十
巻
「
花
関
索
」
系
諸
本
は
福
建

の
建
陽
で
刊
行
さ
れ
た
『
三
国
志
伝
』
の
う
ち
「
花
関
索
説
話
」
を
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持
つ
も
の
、
三
の
二
十
巻
「
関
索
」
系
諸
本
は
『
三
国
士
山
伝
』
の
う

ち
「
関
索
説
話
」
を
持
ち
、
文
章
が
他
の
二
系
統
に
比
べ
て
簡
略
に

な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
夷
白
堂
本
は
こ
れ
ら
の
ど
の
系
統
に
属
す
る
の
で
あ
ろ

う
か
。夷
白
堂
本
の
本
文
を
調
べ
て
い
く
と
、
周
日
校
本
な
ど
に
見
ら
れ

る
十
一
の
挿
入
説
話
が
確
認
で
き
る
(
当
然
欠
巻
の
部
分
に
存
在
す

る
で
あ
ろ
う
も
の
は
除
く
)
。
こ
の
十
一
の
挿
入
説
話
は
、
『
三
国
士
山

演
義
』
諸
版
本
の
中
で
も
、
二
十
四
巻
系
諸
本
の
周
日
校
本
や
夏
振

字
本
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
に
特
有
な
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
夷
白

堂
本
は
二
十
四
巻
系
諸
本
の
う
ち
、
周
回
校
本
や
夏
振
字
本
な
ど
と

同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
こ
の
こ
と
を
文
章
の
面
か
ら
も
確
認
し
て
み
よ
う
。
二
十
四

巻
系
諸
本
か
ら
は
嘉
靖
本
と
周
日
校
本
、
二
+
巻
「
花
関
索
」
系
諸

本
か
ら
は
鄭
少
煩
一
予
言
「
関
索
」
系
諸
本
か
ら
は
朱
鼎
匡
杓

を
取
り
上
げ
、
夷
白
堂
本
と
比
較
し
て
み
る
。
場
面
は
、
孫
権
は
関

羽
父
子
を
捕
え
首
を
は
ね
た
。
そ
の
時
建
業
か
ら
張
昭
が
や
っ
て
き

た
。
張
昭
は
関
羽
を
斬
っ
た
以
上
、
劉
備
が
萄
の
国
を
挙
げ
て
報
復

に
来
る
だ
ろ
う
と
孫
権
に
言
っ
た
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
(
各

版
本
聞
の
違
い
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
適
宜
空
白
を
あ
け
た
。
以
下

同
じ
。
〉
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O
夷
白
堂
本
巻
十
六
「
玉
泉
山
関
公
顕
聖
」
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引
用
個
所
、
嘉
靖
本
葉
巻
十
六
、
周
回
校
本
は
巻
八
、
鄭
少
垣
本
・

朱
鼎
臣
本
は
巻
十
三
。
引
用
例
の
嘉
靖
本
と
周
B
校
本
の
文
章
を
比

較
す
る
と
、
嘉
靖
本
に
は
あ
る
「
有
何
妙
計
、
可
速
教
之
、
以
安
家

因
。
試
看
張
昭
道
出
甚
計
来
。
」
の
三
十
一
文
字
が
周
日
校
本
に
は

な
い
。
し
か
し
そ
れ
を
除
く
部
分
は
こ
の
両
者
の
聞
に
語
句
の
異
同

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
一
方
鄭
少
垣
本
・
朱
鼎
直
本
は
、
嘉
靖
本
・
周

回
校
本
の
「
西
萄
之
兵
」
が
「
罰
兵
」
で
あ
っ
た
り
、
ま
た
「
不
犯

東
呉
」
が
「
不
来
」
で
あ
っ
た
り
し
て
、
嘉
靖
本
や
周
日
校
本
と
若

干
文
字
に
異
同
が
あ
る
。
ま
た
鄭
少
垣
本
と
朱
鼎
臣
本
の
聞
に
も
多

少
の
文
字
の
異
同
が
認
め
ら
れ
る
。
特
に
朱
鼎
臣
本
は
他
の
系
統
と

は
改
則
の
個
所
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
こ
こ
に
引
用
し
た

個
所
の
文
章
は
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
・
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

る
。
そ
こ
で
夷
白
堂
本
の
文
章
を
見
て
み
る
と
、
周
回
校
本
の
文
章

と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
周
日
校
本
の
「
主
公
」
が
夷
白
堂
本

で
は
「
王
公
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
な
る
夷
白
堂
本
の
文

字
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
文
章
の
面
か
ら
も
、
夷
白
堂
本
は

周
目
校
本
と
同
じ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ

る。
夷
白
堂
本
は
周
回
校
本
と
同
じ
二
十
四
巻
系
諸
本
の
内
十
一
の
挿

入
説
話
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
の
で
あ
る

が
、
で
は
そ
の
グ
ル
ー
プ
の
中
で
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
え
る
た
め
に
、
夷
白
堂
本
の

文
章
と
周
臼
校
本
・
夏
振
字
本
・
呉
観
明
本
と
を
比
較
し
、
そ
の
違



い
を
検
討
し
て
み
る
こ
と
に
す
る
。

ま
ず
最
初
の
例
。
場
面
は
、
翼
州
の
衰
紹
が
病
死
し
た
後
、
そ
の

後
を
審
配
・
逢
紀
の
計
ら
い
で
嚢
紹
の
元
に
い
た
次
男
の
裳
尚
が
継

。
い
だ
。
一
方
青
州
に
い
た
長
男
の
哀
調
障
は
蓑
尚
が
哀
紹
の
後
継
者
と

中
な
る
こ
と
を
恐
れ
、
郭
図
に
様
子
を
見
に
行
か
せ
た
。
郭
図
は
葉
州

(
 
て
で
衰
尚
に
会
ぃ
、
妻
需
の
軍
中
に
は
軍
師
が
い
な
い
の
で
、
審
配
か

巾
逢
紀
の
ど
ち
ら
か
ひ
と
り
を
青
州
に
連
れ
て
い
き
た
い
と
申
し
出

こ
る
。

』伝酷

O
夷
白
堂
本
巻
七
「
裳
塞
輔
語
璽
岬
壁
品
哀
哀
尚
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時
班
在
通
言
令
盛
田

甫
局
主
、
加
主
公
訴

騎
将
軍
。
今
上
印

綬
。
」
語
文
襲
、

世
斬
途
紀
。
朝
岡
説

巳
「
此
父
由
、
式
市

逝
也
。
」
遂
免
Z
。

郡
大
端
、

世
析
直
紀
。
郭
闘
訓

日
「
此
父
曲
、
不
可

謹
也
。
」
進
免
之
。

周
臼
校
本
・
夏
振
字
本
は
巻
四
、
呉
観
明
本
は
第
三
十
二
回
。
こ
こ

に
引
用
し
た
個
所
に
つ
い
て
周
日
校
本
と
夏
振
字
本
の
記
述
を
比
べ

て
み
る
と
、
周
日
校
本
に
見
ら
れ
る
「
諦
問
動
静
、
紀
言
案
将
軍
在

遺
言
令
蓑
顕
甫
為
主
、
加
主
公
車
騎
将
軍
。
今
上
印
綬
。
」
の
二
十

九
文
字
が
、
夏
振
字
本
に
は
な
い
。
夏
振
字
本
の
よ
う
に
、
逢
紀
を

通
じ
て
差
し
出
さ
れ
た
蓑
尚
か
ら
の
印
綬
を
見
て
裳
語
が
怒
る
と
い

う
記
述
で
文
意
が
通
じ
な
く
は
な
い
。
し
か
し
周
日
校
本
の
よ
う
に
、

意
尚
を
意
紹
の
跡
継
ぎ
と
し
、
震
請
を
車
騎
将
軍
に
任
じ
る
と
い
う

逢
紀
の
言
上
を
聞
い
て
嚢
語
が
怒
る
と
い
う
記
述
の
方
が
、
よ
り
わ

か
り
や
す
い
表
現
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
も
夏
振
字
本
に
見
ら

れ
な
い
二
十
九
文
字
は
、
二
度
現
れ
る
「
上
印
綬
語
」
の
四
文
字
に
挟

ま
れ
た
部
分
で
あ
り
、
同
じ
四
文
。
壬
セ
混
同
し
て
生
じ
た
脱
落
で
あ

ろ
う
。
し
た
が
っ
て
周
臼
校
本
の
方
が
本
来
の
形
で
あ
り
、
脱
落
を

生
じ
て
夏
振
宇
本
の
よ
う
な
形
に
な
っ
た
に
相
違
あ
る
ま
い
。
そ
し
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て
呉
観
明
木
は
脱
落
の
あ
る
夏
振
字
本
の
形
を
踏
襲
し
て
い
る
。
そ

こ
で
夷
白
堂
本
の
文
章
を
見
て
み
る
と
、
周
回
校
本
の
文
章
に
一
致

し
て
お
り
、
夏
振
字
本
や
呉
観
明
本
の
よ
う
な
脱
落
は
な
い
。
こ
の

こ
と
か
ら
夷
白
堂
本
の
文
章
は
周
臼
校
本
に
近
い
と
考
え
ら
れ
る
。

も
う
一
つ
別
の
例
を
挙
げ
て
み
よ
う
。
場
面
は
、
関
羽
・
張
飛
を
殺

さ
れ
た
劉
備
は
二
人
の
弟
の
仇
を
討
と
う
と
萄
の
国
を
挙
げ
て
呉
を

攻
め
よ
う
と
し
て
-
い
た
。
そ
の
知
ら
せ
を
聞
い
た
孫
権
は
、
和
睦
の
使

者
と
し
て
諸
葛
孔
明
の
実
兄
諸
葛
理
を
劉
備
の
も
と
に
煙
遣
し
た
。

。
夷
白
堂
本

「
呉
臣
越
谷
説
留
歪
」

巻
十
七

害言事喰盟 主。 f、突3自 是認
有毒 説者 ;R

祭亀晶 有
実空知翼 語司 認
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周
回
校
本
・
夏
振
一
宇
本
は
巻
七
、
呉
観
明
本
は
八
十
二
因
。
こ
の
例

は
、
嘉
靖
本
で
は
誤
り
の
な
い
文
章
に
な
っ
て
い
る
が
、
周
臼
校
木

で
は
脱
落
が
生
じ
て
読
め
な
く
な
っ
て
お
り
、
そ
し
て
そ
の
後
の
版

本
で
は
脱
落
を
修
訂
し
て
話
の
つ
じ
つ
ま
を
合
わ
せ
て
い
る
の
で

あ
っ
た
。
そ
こ
で
夷
白
堂
本
の
該
当
個
所
を
見
て
み
る
と
、
周
回
校

本
の
文
章
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
そ
の
文
章
中
に
脱
落
が
見
ら
れ
読
め
な

く
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
例
か
ら
も
、
夷
白
堂
本
の
文
章
は

周
回
校
本
の
文
章
に
非
常
に
近
い
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
二
例
に
見
ら
れ
る
と
お
り
、
夷
白
堂
本
の
文
章
は
周
日
校

本
の
文
章
に
非
常
に
近
い
。
そ
し
て
そ
れ
は
夷
白
堂
本
全
体
に
わ

た
っ
て
指
摘
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
よ
っ
て
夷
白
堂
本
は
、
二
十
四

巻
差
出
本
の
内
十
一
の
挿
入
説
話
を
持
つ
グ
ル
ー
プ
の
中
で
も
、
特

に
周
回
校
本
と
極
め
て
密
接
な
関
係
に
あ
る
と
言
え
る
。

と
こ
ろ
が
中
に
は
わ
ず
か
な
が
ら
次
の
よ
う
な
例
も
指
摘
で
き
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る
。
場
面
は
、
劉
備
軍
と
曹
操
軍
が
漢
中
の
争
奪
戦
を
繰
り
広
げ
て

い
る
中
で
、
曹
操
軍
の
大
将
張
部
が
霞
萌
関
を
攻
め
て
き
た
。
霞
萌
関

を
守
る
劉
備
方
の
大
将
は
孟
達
と
震
峻
。
震
峻
は
関
所
を
出
て
張
舗

と
戦
っ
た
が
敗
れ
た
。
そ
こ
で
孟
逮
は
成
都
の
劉
備
に
救
援
を
求
め

た
。
諸
葛
孔
明
は
救
援
に
黄
忠
と
厳
顔
を
向
か
わ
せ
る
こ
と
に
し
た
。

。
夷
白
堂
本

巻
十
四
「
黄
忠
殿
顔
抽
出
建
功
」
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周
回
校
本
・
夏
振
字
本
は
巻
七
。
こ
の
例
に
お
い
て
嘉
靖
本
と
周
回

校
本
の
文
章
を
比
較
す
る
と
、
周
目
校
本
で
は
嘉
靖
本
に
見
ら
れ
る

「
到
来
、
心
中
暗
笑
。
次
回
、
引
軍
一
揚
戦
。
黄
忠
与
厳
顔
目
、
佐
川
見

諸
人
」
の
二
十
二
文
字
が
脱
落
し
て
お
り
、
文
章
が
読
め
な
く
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
周
目
校
本
に
お
け
る
誤
り
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
夏
振
字
本
を
見
る
と
、
周
回
校
本
の
よ
う
に
嘉
靖
本
に
あ
る

何
文
字
か
が
夏
振
字
本
に
も
な
い
。
し
か
し
夏
振
宇
本
で
は
周
回
校

本
よ
り
は
数
文
字
多
く
、
文
章
も
読
め
な
く
な
っ
て
は
い
な
い
。
た

と
え
ば
、
夏
振
字
本
に
は
「
張
部
聞
(
周
回
校
本
は
「
聴
」
に
作
る
)

知
」
の
後
に
「
使
」
字
が
あ
り
、
ま
た
周
回
校
本
に
は
な
い
「
体
見

諸
人
」
の
四
文
字
が
夏
振
宇
本
に
は
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
読
め
な

く
な
っ
て
い
た
周
臼
校
本
の
よ
う
な
文
章
を
修
訂
し
た
結
果
で
あ
る

か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
「
体
見
諸
人
」
は
嘉
靖
本
に
も
見
ら
れ

る
文
字
で
あ
る
の
で
、
周
回
校
本
よ
り
古
い
形
が
夏
振
{
千
本
に
伝

わ
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
嘉
靖
本
や
周
回
校

本
と
は
や
や
異
な
っ
た
文
章
に
な
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
夷
白
堂
本
を

見
る
と
、
若
干
の
文
字
の
異
同
は
あ
る
と
は
い
え
、
ほ
ぼ
嘉
靖
本
の

文
章
と
一
致
す
る
。
つ
ま
り
冒
頭
で
述
べ
た
夷
白
堂
本
の
刊
行
年
に

つ
い
て
の
推
測
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
に
先
ん
ず
る
版
本
で
あ

る
は
ず
の
周
日
校
本
や
夏
振
字
本
よ
り
も
古
い
形
が
残
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
れ
は
以
下
の
こ
と
が
ら
が
傍
証
と
な
ろ
う
。

夷
白
堂
本
は
、
本
稿
冒
頭
で
も
触
れ
た
と
お
り
、
お
お
よ
そ
万
暦



日日

三
十
年
代
後
半
の
刊
行
と
推
察
さ
れ
る
。
一
方
周
回
校
本
は
、
そ
の

封
面
に
見
え
る
周
回
校
の
識
語
に
よ
れ
ば
万
暦
十
九
年
の
刊
行
で
あ

る
。
ま
た
、
詳
し
く
は
次
節
で
触
れ
る
よ
う
に
、
夷
白
堂
本
は
そ
の

他
の
版
本
に
は
見
ら
れ
る
挿
入
詩
な
ど
が
往
々
に
し
て
削
ら
れ
て
い

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
夷
白
堂
本
は
周
臼
校
本
よ
り
も
遅
れ
る
版

本
で
あ
る
こ
と
に
相
違
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
先
の
例
の
よ
う

に
周
回
校
本
よ
り
も
む
し
ろ
嘉
靖
本
に
近
い
、
よ
り
古
い
形
と
恩
わ

れ
る
よ
う
な
文
章
も
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
夷
白

堂
本
は
周
日
校
本
と
は
非
常
に
密
接
な
関
係
に
あ
る
け
れ
ど
も
、
周

回
校
本
を
底
本
に
し
て
で
き
た
版
本
な
の
で
は
な
く
、
周
回
校
本
と

夷
白
堂
本
に
共
通
す
る
あ
る
一
つ
の
底
本
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
版
本
が

で
き
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

夷
白
堂
本
を
含
め
て
、
『
三
国
士
山
演
義
』
の
二
十
四
巻
系
諸
本
の

系
統
図
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

嘉
靖
本

抄
本

原
作
|
|
「
三
国
志

通
俗
演
義
」

夷
白
堂
本

四

前
節
ま
で
に
お
い
て
、
夷
白
堂
本
の
系
統
的
な
位
置
づ
け
に
つ
い

て
明
ら
か
に
し
え
た
と
思
う
。
続
い
て
本
節
で
は
そ
の
こ
と
を
踏
ま

え
た
上
で
、
夷
一
白
堂
本
の
持
つ
特
徴
お
よ
び
『
三
国
志
演
義
』
の
版

本
変
遷
史
上
に
お
け
る
問
題
点
を
考
え
て
み
た
い
。

夷
白
堂
本
を
他
の
『
三
国
志
演
義
』
諸
本
と
比
べ
た
と
き
に
指
摘

で
き
る
特
徴
と
し
て
、
次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ま
ず
夷
白
堂
本
で
は
他
の
版
本
に
見
ら
れ
る
挿
入
詩
が
往
々
に
し

て
削
ら
れ
て
い
る
。
『
三
国
志
演
義
』
を
初
め
と
し
て
明
代
の
長
編

小
説
で
は
、
あ
る
一
つ
の
場
面
が
終
結
す
る
と
、
そ
の
場
面
を
総
括

す
る
よ
う
な
内
容
の
詩
や
そ
の
場
面
で
活
躍
し
た
人
物
を
讃
え
る

詩
、
あ
る
い
は
そ
の
場
面
で
死
ん
だ
り
ひ
ど
い
自
に
あ
っ
た
人
物
を

嘆
く
詩
な
と
が
挿
入
さ
れ
る
。
ま
た
『
三
国
志
演
義
』
な
ど
「
講
史
」

の
万
暦
年
間
以
降
の
版
本
で
は
、
「
周
静
軒
」
と
い
う
人
物
の
詠
史

詩
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
(
『
三
国
志
演
義
』
の
場
合
、
周
回
校
本
以

降
が
そ
れ
に
当
た
る
)
。
と
こ
ろ
が
夷
白
堂
本
で
は
こ
れ
ら
の
詩
が

削
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
夷
白
堂
本
に
欠
巻
が
あ
る
た
め
正
確

な
数
を
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
周
目
校
本
の
お
お
よ
そ
三
分
の

二
の
詩
が
夷
白
堂
本
に
は
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
一
一
例
を
挙
げ
て

み
よ
う
。
場
面
は
、
諸
葛
孔
明
は
六
度
目
の
祁
山
で
の
戦
い
で
司
馬

訟
と
対
時
し
、
貌
延
に
命
じ
て
司
馬
捻
と
司
馬
昭
・
司
馬
師
の
親
子



を
谷
間
で
火
攻
め
に
し
、
将
来
謀
反
を
起
こ
す
で
あ
ろ
う
貌
延
も
一

緒
に
焼
き
殺
し
て
し
ま
お
う
と
し
た
。

O
周
日
校
本
巻
十
一
「
孔
明
火
焼
木
柵
築
」

。
却
説
、
孔
明
見
貌
延
誘
司
馬
路
入
谷
時
、
不
勝
析
喜
。
馬
岱
一

中
費
放
火
、
将
壷
情
焼
死
。
忽
天
降
大
雨
、
火
不
能
着
。
人
報
走
了

(
 
て
司
馬
説
。
孔
明
嘆
目
、
謀
事
在
人
、
成
事
在
天
。
後
人
有
詩
賛
孔

山
明
這
八
街
字
目
、

に
烈
火
高
堆
蔵
木
棚
、
片
時
司
馬
命
難
全
、
忽
然
大
雨
震
活
下
、

向
謀
事
須
人
成
在
天
。

応
又
詩
目
、

ヨ
丞
相
安
排
烈
火
焼
、
寄
港
駿
雨
降
青
宵
、
孔
明
妙
計
如
成
就
、

織
宰
得
山
河
星
毘
朝
。

俗
周
回
校
本
か
ら
引
用
し
た
が
、
こ
こ
に
は
「
烈
火
万
堆
i
」
の
詩
・

糊
「
丞
相
安
排
1
」
の
詩
が
あ
る
。
そ
し
て
周
回
校
本
以
外
の
版
本
も

ゆ
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
夷
白
堂
本
で
は
、
本
文
に
文
字
の
異
聞
は
認

蔵
め
ら
れ
な
い
が
、
詩
に
つ
い
て
は
「
丞
相
安
排
1
」
の
詩
が
あ
る
(
た

閉
だ
し
夷
白
堂
本
で
は
「
丞
相
」
の
二
文
言
証
明
」
に
作
っ
て
い

吠
る
)
だ
け
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
夷
白
堂
本
で
は
周
目
校
本
な
ど
他

殺
の
版
本
に
比
べ
て
詩
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

都
次
に
夷
白
堂
本
の
特
徴
と
し
て
、
物
語
の
展
開
に
直
接
関
わ
ら
な

い
挿
入
さ
れ
た
文
章
を
削
除
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

諸
葛
孔
明
は
第
六
回
目
の
耐
山
へ
の
出
陣
中
に
兵
糧
の
運
搬
の
た
め
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に
「
木
牛
流
馬
」
な
る
も
の
を
発
明
し
、
そ
れ
を
作
ら
せ
る
。
嘉
靖

本
や
周
目
校
本
を
初
め
諸
版
本
の
文
章
中
に
は
「
木
牛
流
馬
」
の
作

り
方
が
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
諸
葛
孔
明
が
「
木
牛
流
馬
」
を
発

明
し
た
こ
と
は
事
実
で
、
陳
寿
の
『
一
一
一
国
士
山
』
に
も
記
さ
れ
、
袈
松

之
の
注
に
は
そ
の
作
り
方
が
『
諸
葛
亮
集
』
よ
り
引
用
さ
れ
て
い

る
。
『
三
国
志
演
義
』
は
そ
こ
か
ら
挿
入
し
た
(
直
接
『
三
国
志
』

か
ら
か
ど
う
か
は
今
は
さ
て
お
く
)
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
夷
白
堂

本
で
は
こ
の
「
木
牛
流
馬
」
の
作
り
方
は
い
っ
さ
い
削
除
さ
れ
て
い

ザ令。
以
上
の
二
点
は
ど
ち
ら
も
本
来
の
コ
ニ
国
志
演
義
』
、
あ
る
い
は

底
本
と
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
の
文
章
か
ら
あ
る
ま
と
ま
っ
た
個
所
を
削

除
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
削
除
を
施
す
こ
と
に

よ
っ
て
当
然
本
文
全
体
は
短
く
な
る
。
す
る
と
書
臨
時
夷
白
堂
と
し
て

は
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
を
刊
行
す
る
に
当
た
り
、
版
木
を
彫
る
手
間
・

紙
の
費
用
が
少
な
く
て
す
む
よ
う
に
な
る
。
特
に
紙
代
の
節
約
と
い

う
点
に
関
し
て
は
、
こ
の
他
に
も
、
巻
末
の
最
後
の
文
章
が
ち
ょ
う

ど
一
葉
を
数
字
程
度
越
え
そ
う
な
と
き
、
行
十
七
字
の
本
来
の
版
式

を
崩
し
て
、
そ
の
葉
の
終
わ
り
二
、
三
行
程
度
は
一
行
の
内
に
十
七

文
字
以
上
の
字
数
を
収
め
、
そ
の
巻
の
文
章
が
次
の
新
し
い
葉
に
ま

で
い
か
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
改
則
の
個
所
に

お
い
て
、
改
則
前
の
文
が
-
行
の
上
方
で
終
わ
っ
て
い
れ
ば
、
次
の

則
の
則
題
は
改
行
せ
ず
に
改
則
直
前
の
文
の
後
数
字
分
あ
け
た
そ
の



B

下
に
書
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
ご
行
節
約
す
る
こ
と
に
な
る
)
。
さ

自
ら
に
本
が
小
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
、
紙
代
の
節
約
の
た
め
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
う
し
て
夷
白
堂
は
自
ら
の
刊
行
す
る
『
三
国

志
演
義
』
の
本
の
値
段
を
下
げ
よ
う
と
努
力
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

『
三
国
士
山
演
義
』
諸
版
本
の
中
で
、
文
章
を
短
く
し
て
本
の
価
格

を
下
げ
よ
う
と
し
た
も
の
と
し
て
は
、
二
十
巻
「
関
索
」
系
諸
本
が

あ
る
。
こ
の
系
統
に
属
す
る
テ
キ
ス
ト
は
、
一
部
の
挿
入
詩
や
物
語

の
展
開
と
直
接
関
わ
ら
な
い
ま
と
ま
っ
た
記
述
を
削
除
し
て
い
る

他
、
本
文
そ
の
も
の
ま
で
簡
断
な
表
現
に
書
き
改
め
て
い
る
の
で
あ

〔

mv

る
。
と
こ
ろ
が
夷
白
堂
本
の
本
文
は
、
第
二
節
で
詳
し
く
見
た
よ
う

に
、
二
十
四
巻
系
諸
本
、
中
で
も
周
回
校
本
の
文
章
に
き
わ
め
て
近

い
の
で
あ
っ
て
、
「
関
索
」
系
諸
本
の
よ
う
に
文
章
が
簡
略
化
さ
れ

て
い
る
の
で
は
な
い
。
つ
ま
り
夷
白
堂
本
は
挿
入
詩
や
挿
入
さ
れ
た

文
章
を
削
除
し
て
全
体
の
量
を
少
な
く
し
て
は
い
る
が
、
本
文
そ
の

も
の
を
短
く
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
も
し
書
簡
岬
夷
白
堂
が
文
章

の
簡
略
化
・
本
の
価
格
を
下
げ
る
こ
と
に
積
極
的
で
あ
っ
た
な
ら

ば
、
本
文
が
短
い
「
関
索
」
系
諸
本
の
本
文
を
採
用
し
た
は
ず
で
あ

る
う
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
関
索
」
系
諸
本
の
本
文
で
は
な
く
、
比

較
的
文
章
の
長
い
二
十
四
巻
系
譜
本
の
文
章
を
採
用
し
た
の
は
な
ぜ

だ
ろ
う
か
。

ひ
と
つ
の
可
能
性
と
し
て
書
鼠
夷
白
堂
で
は
「
関
索
」
系
諸
本
の

テ
キ
ス
ト
の
存
在
を
知
っ
て
い
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
あ
え
て
採
用
し

な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
も

し
夷
白
堂
が
「
関
索
」
系
諸
本
の
テ
キ
ス
ト
の
一
つ
で
も
見
て
い
た

な
ら
ば
、
そ
し
て
作
品
全
体
の
文
章
を
短
く
す
る
こ
と
に
積
極
的
で

あ
っ
た
な
ら
ば
、
二
十
四
巻
系
諸
本
の
文
章
よ
り
も
む
し
ろ
「
関
索
」

系
テ
キ
ス
ト
の
文
章
の
方
を
採
用
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
に
も
か
か

わ
ら
ず
実
際
は
「
関
索
」
系
諸
本
の
文
章
で
は
な
く
二
十
四
巻
系
諸

本
の
文
章
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ

ザ。。
そ
う
で
あ
る
と
す
る
と
夷
白
堂
は
「
関
索
」
系
諸
本
の
テ
キ
ス
ト

を
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
「
関
索
」
系

諸
本
は
基
本
的
に
福
建
の
建
陽
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
一
方

の
夷
白
堂
本
は
杭
州
で
刊
行
さ
れ
た
版
本
で
あ
る
。
ま
た
二
十
四
巻

系
諸
本
に
属
す
る
版
本
は
基
本
的
に
南
京
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
中
で
も
夷
白
堂
本
と
文
章
が
比
較
的
近
い
周
臼
校
本
は
ま
さ
し
く

南
京
で
の
刊
行
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
地
理
的
関
係
を
考
え
る
と
、
杭

州
の
書
障
で
あ
る
夷
白
堂
が
参
照
し
や
す
い
テ
キ
ス
ト
は
、
建
陽
刊

行
の
テ
キ
ス
ト
よ
り
も
南
京
刊
行
の
テ
キ
ス
ト
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
か
ら
も
夷
白
堂
は
「
関
索
」
系
諸
本
に
属
す
る
一
テ
キ
ス
ト
を
見

ず
に
、
南
京
刊
行
の
二
十
四
巻
系
諸
本
の
一
テ
キ
ス
ト
を
見
て
い
た

可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

夷
白
堂
が
『
三
国
志
演
義
』
諸
版
本
中
文
章
の
簡
略
化
さ
れ
た
「
関

索
」
系
諸
本
を
見
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ



た
の
で
あ
れ
ば
、
自
ら
到
灯
す
る
『
三
国
志
演
義
』
の
テ
キ
ス
ト
の

分
量
を
少
な
く
し
よ
う
と
す
る
の
に
、
自
ら
の
手
で
本
文
を
簡
略
化

《

nv

す
る
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
夷
白
堂
本

。
の
本
文
は
特
別
簡
略
化
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
れ
は
な
ぜ

中
だ
ろ
う
か
。

(
 
て
先
に
指
摘
し
た
挿
入
詩
・
挿
入
文
の
削
除
に
つ
い
て
い
え
ば
、
こ

山
れ
ら
挿
入
詩
・
挿
入
文
は
通
常
の
杢
文
と
は
違
っ
て
一
字
分
下
げ
て

に
書
か
れ
て
い
る
。
し
か
も
樽
入
詩
・
挿
入
文
の
始
ま
る
と
こ
ろ
で
は

印
改
行
が
行
わ
れ
、
再
び
本
文
に
戻
る
と
こ
ろ
で
も
改
行
さ
れ
る
。
ょ
っ

応
て
長
い
本
文
中
か
ら
挿
入
詩
・
挿
入
文
を
探
し
出
す
こ
と
、
そ
し
て

【

nv

ヨ
そ
れ
を
削
除
す
る
こ
と
は
比
較
的
容
易
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
し

繍
か
も
こ
れ
ら
を
削
除
し
よ
う
と
も
物
語
展
開
に
特
別
影
響
を
与
え
る

俗
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
に
対
し
自
ら
の
手
で
文
章
を
簡
略
化
す
る
と

細
い
う
こ
と
は
、
本
文
そ
の
も
の
に
手
を
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
物
語

噺
の
展
開
に
直
接
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
行
為
で
あ
る
。
文
章
の
簡
略

蔵
の
仕
方
が
適
切
で
な
い
と
、
物
語
展
開
が
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
り
文

明
意
が
通
じ
な
く
な
っ
た

tか
ね
な
い
。
挿
入
詩
・
挿
入
文
の
削
除

伏
に
比
べ
て
き
わ
め
て
面
倒
な
作
業
な
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
夷
白

裳
堂
本
の
本
文
は
周
目
校
本
な
ど
二
十
四
巻
系
諸
本
に
比
べ
て
特
別
簡

都
略
化
さ
れ
て
は
い
な
い
の
で
あ
ろ
う
。

夷
白
堂
本
に
は
確
か
に
紙
代
を
節
約
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
見
て

取
れ
る
。
そ
の
た
め
に
本
文
を
短
く
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
事
実

日目

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
は
あ
く
ま
で
容
易
に
行
え
る
範
囲
の
挿
入
詩
・

揮
入
文
の
削
除
な
ど
に
限
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
特
別
難
し
い
こ
と
・

面
倒
な
こ
と
を
行
っ
て
ま
で
も
本
文
を
短
く
し
よ
う
と
は
し
て
い
な

い
の
で
あ
る
。

五

夷
白
堂
本
の
本
文
が
二
十
四
巻
系
諸
本
の
中
で
も
周
目
校
本
に
最

も
近
い
の
で
あ
る
が
、
段
階
と
し
て
は
夷
白
堂
本
は
周
日
校
本
に
遅

れ
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。
刊

行
年
に
つ
い
て
も
、
嘉
靖
本
は
嘉
喧
元
年
、
周
目
校
本
は
万
暦
十
九

年
の
刊
行
と
さ
れ
て
お
り
、
夷
白
堂
本
は
万
暦
三
十
年
代
後
半
頃
と

推
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
周
日
校
本
と
夷
白
堂
本
で
現

存
最
古
の
版
本
で
あ
る
嘉
靖
木
に
近
い
の
は
周
日
校
本
の
方
の
は
ず

で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
巻
数
に
着
目
す
る
と
、
周
目
校
本
が
十
二
巻
で

あ
る
の
に
対
し
夷
白
堂
本
は
二
十
四
巻
で
あ
っ
て
、
二
十
四
巻
で
あ

る
嘉
靖
本
に
一
致
す
る
の
は
む
し
ろ
夷
白
堂
本
の
方
で
あ
る
。
こ
れ

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
尭
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

第
三
節
末
に
掲
げ
た
系
統
図
を
踏
ま
え
る
と
、
次
の
二
つ
の
可
能

健
か
考
え
ら
れ
よ
う
。
一
つ
は
、
抄
本
「
三
国
志
通
俗
演
義
」
で
は

十
二
巻
で
あ
っ
た
が
、
嘉
靖
本
が
で
き
る
段
階
で
一
巻
二
十
則
を
二

つ
に
分
け
て
一
巻
十
則
と
し
、
二
十
四
巻
と
な
っ
た
。
一
方
で
各
巻
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二
十
則
全
十
二
巻
の
形
は
周
回
校
本
へ
と
受
け
継
が
れ
て
い
っ
た

が
、
夷
白
堂
本
が
成
立
す
る
と
き
に
二
十
四
巻
に
な
っ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
抄
本
コ
ニ
国
志
通
俗
演
義
」
の
段
階
で
各

巻
十
則
全
二
十
四
巻
の
形
で
あ
り
、
嘉
靖
本
は
そ
の
形
を
そ
の
ま
ま

受
け
継
い
だ
。
ま
た
周
静
軒
詩
や
十
一
の
挿
入
説
話
が
挿
入
さ
れ
た

段
階
に
お
い
て
も
ま
だ
全
二
十
四
巻
と
い
う
形
は
変
わ
ら
ず
、
夷
白

堂
本
は
そ
れ
を
受
け
継
い
で
成
立
し
た
。
一
方
周
回
校
本
(
あ
る
い
は

そ
れ
に
き
わ
め
て
近
い
祖
本
の
段
階
)
が
成
立
す
る
段
階
で
初
め
て

二
巻
を
一
つ
に
ま
と
め
て
一
巻
二
十
則
と
し
、
全
体
を
十
二
巻
に
し

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
い
ず
れ
の
可
能
性
で
あ
る
か
は
い
さ
さ
か

難
し
い
問
題
で
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
後
者
の
方
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

夷
白
堂
本
が
刊
行
さ
れ
た
万
暦
中
期
頃
は
十
二
巻
本
が
広
ま
っ
て

い
た
時
期
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
刊
行
さ
れ
た
十
二
巻
本
と
し
て
は
、

周
臼
校
本
の
他
夏
振
字
本
・
鄭
以
禎
本
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

時
期
に
あ
っ
て
、
夷
白
堂
本
が
あ
え
て
十
二
巻
本
を
二
十
四
巻
に
す

る
必
然
性
は
さ
ほ
ど
な
い
の
で
は
な
い
か
。
十
二
巻
本
を
二
十
四
巻

本
に
、
す
な
わ
ち
一
巻
二
十
則
を
二
つ
に
分
け
て
一
巻
十
則
ず
つ
に

す
る
の
は
、
則
数
を
正
確
に
二
等
分
し
た
り
新
た
に
巻
頭
書
名
な
ど

を
つ
け
加
え
た
り
す
る
作
業
が
伴
い
、
二
十
四
巻
本
を
十
二
巻
本
に

す
る
こ
と
よ
り
も
面
倒
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
夷
白
堂
本
の

特
徴
と
し
て
、
挿
入
詩
や
挿
入
文
な
ど
を
削
っ
て
い
る
が
、
本
文
を

短
く
す
る
よ
う
な
手
間
の
か
か
る
改
訂
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
点

が
指
摘
で
き
た
。
こ
の
こ
と
は
巻
数
に
つ
い
て
も
言
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
夷
白
堂
本
が
十
二
巻
を
二
十
四
巻
に
す
る

と
い
う
面
倒
な
作
業
の
伴
う
巻
数
の
変
更
を
行
う
と
は
考
え
が
た

い
。
む
し
ろ
二
十
四
巻
本
と
い
う
古
い
形
を
そ
の
ま
ま
伝
え
て
い
る

と
考
え
た
方
が
よ
り
自
然
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
よ
っ
て
抄
本

「
三
国
士
山
通
俗
演
義
」
は
元
々
は
二
十
四
巻
で
あ
り
、
嘉
靖
本
や
夷

白
堂
本
は
そ
の
形
を
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
だ
。
二
十
四
巻
か
ら
十
二

巻
に
巻
数
が
改
め
ら
れ
る
の
は
、
十
一
の
挿
入
説
話
や
周
静
軒
詩
が

挿
入
さ
れ
た
後
で
、
周
回
校
本
そ
の
も
の
か
あ
る
い
は
周
日
校
本
が

直
接
基
づ
い
た
底
本
(
ま
た
は
周
回
校
本
か
ら
き
わ
め
て
近
い
祖
本
)

の
段
階
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

ー』，、

以
上
で
夷
白
堂
本
の
持
つ
特
徴
を
お
お
よ
そ
述
べ
る
こ
と
が
で
き

た
と
思
う
。
夷
白
堂
本
は
、
確
か
に
二
十
四
巻
系
諸
本
の
系
統
に
属

す
る
版
本
な
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
系
統
の
中
に
お
い
て
他
の
版
本

と
は
や
や
異
な
っ
た
特
徴
を
持
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
挿
入

詩
や
挿
入
文
の
省
略
で
あ
っ
た
り
、
あ
る
い
は
古
い
二
十
四
巻
と
い

う
形
を
保
っ
て
い
る
と
い
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
特

徴
か
ら
、
夷
白
堂
本
が
属
す
る
系
統
の
よ
り
古
い
形
が
想
定
で
き
る

の
で
あ
っ
た
。



第
二
節
で
も
触
れ
た
よ
う
に
、
『
三
国
志
演
義
』
諸
版
本
は
大
ま

か
に
三
つ
の
系
統
に
分
類
で
き
る
。
こ
れ
ら
三
つ
の
系
統
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
特
徴
が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
系
統
に
属
す
る
版
本
に

り
も
、
同
じ
系
統
に
属
す
る
他
の
版
本
と
は
や
や
異
な
る
特
徴
を
持
つ

中
て
い
る
場
合
も
あ
る
。
本
来
は
同
じ
一
つ
の
作
品
で
あ
る
は
ず
な
の

で
に
、
版
本
に
よ
っ
て
様
々
な
相
違
が
生
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
版
本

小
間
の
様
々
な
相
違
点
が
現
れ
る
に
は
、
そ
れ
相
応
の
理
由
が
あ
る
だ

じ
ろ
う
。
そ
れ
に
は
ま
ず
出
版
経
費
を
下
げ
よ
う
、
あ
る
い
は
顧
客
の

卸
目
を
引
こ
う
と
す
る
書
慰
側
の
思
惑
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
そ
の
た
め

応
に
文
章
の
簡
略
化
や
詩
文
の
削
除
を
し
て
紙
代
な
ど
を
節
約
し
た

ヨ
り
、
あ
る
い
は
逆
に
民
間
の
伝
説
な
ど
に
基
づ
い
た
新
し
い
説
話
を

目
的
挿
入
し
た
り
し
た
の
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
一
方
で
、
読
者
側

俗
に
も
そ
う
し
た
書
原
側
の
思
惑
を
受
け
入
れ
る
だ
け
の
素
地
か
備

糊
わ
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
o

だ
か
ら
こ
そ
書
路
側
の
思
惑
を
反
映
し

噺
た
様
々
な
版
本
が
広
ま
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
版

蔵
本
閣
の
相
違
点
に
着
目
す
る
こ
と
に
よ
り
、
明
末
期
に
お
け
る
白
話

判
小
説
の
受
容
の
さ
れ
方
の
一
端
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
は
な

猷
い
だ
ろ
う
か
。
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。
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。
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古
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。
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。
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・
繁
光
楼
刊

本
(
上
海
図
書
館
蔵
)
な
ど
が
あ
る
。

(
9
)
注

(
3
)
前
掲
拙
論
。
な
お
筆
者
は
こ
れ
ま
で
こ
の
系
統
を
『
十
ニ

巻
系
譜
本
」
と
呼
ん
で
き
た
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
こ
の
系
統
は
元
は

二
十
四
巻
で
後
に
十
二
巻
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で

コ
一
十
四
巻
系
諸
本
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
改
め
た
い
。
な
お
周
日
校
本
と

夏
振
字
本
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
上
回
望
氏
は
注
(
l
)
前
掲
論
文
で

ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
に
先
行
す
る
も
の
で
は
な
く
、
両
者
は
横
並
び

の
関
係
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
筆
者
も
異
論
は

な
し
。

(
叩
)
中
川
諭
「
『
三
国
士
山
演
義
』
版
本
の
研
究
建
陽
刊
「
花
関
紫
」
系

諸
本
の
相
互
関
係
|
」
(
明
日
本
中
国
学
会
報
』
第
四
十
四
集
一
九

九
二
年
十
月
三

(
日
)
中
川
諭
「
『
三
国
志
演
義
』
版
本
の
研
究
!
「
関
索
」
系
諸
本
の
相
互
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関
係
|
」
(
司
集
刊
東
洋
学
』
第
六
十
九
号
、
一
九
九
三
年
五
月
〉
。

(
ロ
)
『
新
銀
京
本
校
正
通
俗
演
義
按
鑑
三
国
志
伝
』
二
十
巻
、
内
閣
文
庫
・

蓬
左
文
庫
蔵
。

(
日
)
『
新
刻
音
釈
芳
訓
評
林
演
義
三
国
志
史
伝
』
二
十
巻
、
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
・
大
英
博
物
館
蔵
。

(
U
)
こ
の
例
は
注

(
4
)
前
燭
拙
論
で
、
嘉
靖
本
↓
周
回
校
本
↓
呉
観
明

本
↓
毛
宗
向
本
と
い
う
段
階
を
指
摘
す
る
の
に
用
い
た
の
と
同
じ
場
面

で
あ
る
。

(
日
)
注

(
4
)
前
掲
拙
論
。
な
お
注

(
4
)
前
掲
拙
論
で
は
夏
摂
字
本
を

取
り
上
げ
て
い
な
い
が
、
こ
こ
に
示
し
た
よ
う
に
夏
振
字
本
の
該
当
個

所
を
見
る
と
、
嘉
靖
本
↓
周
回
校
本
↓
夏
振
字
本
と
い
う
段
階
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
周
回
校
本
を
底
本
に
し
て
夏
振
字
本
が

で
き
た
の
で
は
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
注

(
1
)
前
掲
上
回
論
文

参
照
。

(
凶
)
こ
の
よ
う
に
夏
損
字
本
の
中
に
は
ま
れ
に
古
い
文
字
・
語
句
が
見
ら

れ
る
こ
と
が
あ
る
。
注

(
2
)
前
掲
上
回
論
文
参
照
。

(
げ
)
周
静
軒
、
名
は
礼
。
お
お
よ
そ
弘
治
か
ら
嘉
靖
年
間
に
か
け
て
杭
州

に
隠
居
し
著
述
を
し
て
い
た
人
物
で
あ
る
。
『
杭
州
府
士
宮
・
『
余
杭
県

士
山
』
に
伝
記
が
あ
る
。
劉
修
業
『
古
典
小
説
戯
曲
叢
考
』
(
一
九
五
八

年
、
作
家
出
版
社
)
所
収
「
《
新
刻
按
鑑
演
義
全
像
批
評
三
国
志
伝
》

二
十
巻
」
参
照
。

(
日
)
貌
延
に
は
「
反
骨
」
が
あ
り
、
将
来
萄
の
固
に
対
し
て
謀
反
を
起
こ

す
で
あ
ろ
う
人
物
と
し
て
措
か
れ
て
い
る
。
な
お
明
代
の
小
説
に
お
け

る
登
場
人
物
白
人
相
に
つ
い
て
は
、
小
川
陽
一
「
『
三
国
志
演
義
』
の

人
間
表
現
|
相
害
と
の
関
係
に
お
い
て
」
(
金
谷
治
編
判
中
国
に
お

け
る
人
間
性
の
探
求
』
創
文
社
、
一
九
八
三
年
)
お
よ
び
、
同
「
明
代

小
説
に
お
け
る
相
法
|
三
国
志
演
義
と
金
瓶
梅
を
中
心
に

l
(
『
東
方

学
』
第
七
六
輯
、
一
九
八
八
年
)
参
照
。
ま
た
毛
宗
岡
本
で
は
、
諸
葛

孔
明
が
貌
延
を
焼
き
殺
す
の
は
不
合
理
だ
と
し
、
こ
の
部
分
を
修
訂
し

て
い
る
。

(
印
)
た
だ
し
諸
富
孔
明
が
「
木
牛
流
馬
」
を
い
つ
発
明
し
た
か
に
つ
い
て

は
、
『
三
国
士
山
』
本
文
注
と
も
に
記
載
は
な
く
わ
か
ら
な
い
。
こ
れ

を
祁
山
の
戦
い
に
持
っ
て
き
た
の
は
、
『
三
国
志
演
義
』
の
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
で
あ
る
。

(
初
)
中
川
諭
「
明
代
長
編
小
説
に
お
け
る
「
文
繁
本
」
と
「
文
簡
本
」
お

よ
び
『
三
国
志
演
義
』
諸
本
三
系
統
の
関
わ
り
」
(
『
東
北
大
学
文
学
部

研
究
年
報
』
第
四
十
四
号
、
一
九
九
五
年
三
月
)
参
照
。

(
剖
)
金
文
京
氏
は
こ
の
系
統
を
「
南
京
系
」
と
も
呼
ん
で
い
る
。
注
(
3
)前

掲
金
氏
自
著
作
参
照
。
た
だ
し
時
代
が
下
が
り
崇
禎
年
間
頃
に
な
る
と
、

た
と
え
ば
呉
観
明
本
の
よ
う
に
、
福
建
建
陽
で
刊
行
さ
れ
な
が
ら
「
南

京
系
」
白
文
章
を
し
て
い
る
テ
キ
ス
ト
も
現
れ
る
。

(
辺
)
た
と
え
ば
二
十
巻
「
花
関
索
」
系
諸
本
の
内
の
一
つ
『
新
刻
湯
学
士

校
正
按
鑑
演
義
全
像
通
俗
三
国
志
伝
』
二
十
巻
(
湯
賓
安
本
)
は
そ
の

他
の
同
系
統
の
諸
本
と
比
べ
て
本
文
が
些
か
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
「
関
索
」
系
諸
本
の
本
文
と
は
一
線
を
函
し
、
や
は
り
「
花
関
索
」

系
諸
本
の
系
統
に
属
す
る
よ
う
な
本
文
な
の
で
あ
る
。
注
〈
叩
)
前
掲

拙
論
参
照
。

(
羽
)
こ
う
し
た
挿
入
詩
・
挿
入
文
と
違
っ
て
「
関
索
物
語
」
な
ど
の
挿
入

説
話
は
完
全
に
本
文
の
中
に
と
け
込
ん
で
い
る
た
め
、
容
易
に
取
り
出

す
こ
と
の
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

(
剖
〉
『
新
鏑
校
正
京
本
大
字
音
釈
圏
点
三
国
志
演
義
』
十
二
巻
。
孫
指
第

『
中
国
通
俗
小
説
書
目
』
著
録
。
商
務
印
書
館
旧
蔵
。
こ
の
本
は
現
在

で
は
行
方
不
明
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
先
の
戦
争
で
焼
失
し
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
ロ




